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吉
川
市

Ｊ
Ｒ
吉
川
美
南
駅
開
発

　

Ｊ
Ｒ
吉
川
美
南
駅
東
口
か

ら
見
た
区
画
整
理
事
業
地

59
・
１
ha
の
広
大
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
。
見
渡
す
限
り
段
差

な
し
の
平
坦
地
に
幹
線
街
路

の
工
事
が
進
ん
で
い
る
が
、

残
念
な
こ
と
に
輪
郭
ま
で
の

工
事
現
場
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
完
成
予
定
の
令
和
９
年
度

に
向
か
っ
て
、
堅
実
に
事
業

が
推
進
し
て
い
る
こ
と
に
、

羨
ま
し
さ
を
感
じ
た
。

　

こ
の
地
区
の
区
画
整
理
事

業
が
順
調
に
進
ん
だ
の
は
、

市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
人

口
が
１
０
１
人
（
36
世
帯
）
、

全
建
物
戸
数
が
57
戸
と
少
な

い
事
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
に
開
設

し
た
Ｊ
Ｒ
吉
川
美
南
駅
の
整

備
と
併
せ
て
、
西
口
側
の
区

画
整
理
事
業
が
先
行
し
て
実

施
さ
れ
た
こ
と
が
成
功
例
と

な
っ
て
、
東
口
側
の
地
権
者

に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な

っ
て
い
る
。

　

吉
川
市
長
を
は
じ
め
、
幹

部
が
地
権
者
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
だ
事
業
の
成
功

例
と
言
え
る
。
近
い
将
来
の

吉
川
市
の
自
主
財
源
の
大
幅

な
増
加
に
、
確
実
に
貢
献
し

て
い
る
事
業
で
あ
る
と
感
じ

た
。

　

な
お
、
蓮
田
市
で
は
、
行

政
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
、
蓮

田
市
西
口
駅
の
再
開
発
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
た
。
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（
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草
津
町

�

介
護
保
険
事
業

低
額
の
介
護
保
険
料
の
経
緯

　

現
在
草
津
町
の
介
護
保
険

料
基
準
額
は
３
３
０
０
円
で

あ
り
、
北
海
道
音
威
子
府
村

と
同
額
で
日
本
一
安
い
介
護

保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

群
馬
県
内
の
他
市
町
村
の

介
護
保
険
料
は
、
５
１
０
０

円
か
ら
６
８
０
０
円
で
あ
る
。

低
額
の
介
護
保
険
料
を
維
持

で
き
る
理
由
に
つ
い
て

　

草
津
町
の
人
口
は
６
１
７

７
人
、
65
歳
以
上
人
口
２
４

６
８
人
、
高
齢
化
率
39
・
65

％
で
あ
る
。

　

草
津
町
の
65
歳
以
上
の
就

業
者
数
は
全
業
種
で
８
５
６

人
と
多
く
、
高
齢
者
人
口
の

就
業
者
比
率
は
35
％
と
な
っ

て
い
る
。
主
要
産
業
は
や
は

り
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
が
１
７
６
６
人
、
47
・
３

％
を
占
め
て
お
り
、
う
ち
65

歳
以
上
は
４
４
４
人
25
％
と

他
の
産
業
と
比
べ
突
出
し
て

い
る
。

高
齢
者
の
地
域
診
療
機
関
や

介
護
施
設
の
利
用
状
況

　

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ

ン
タ
ー
の
新
開
医
師
の
20
年

に
及
ぶ
診
療
な
ど
か
ら
「
に

っ
こ
り
検
診
」
は
通
常
の
検

診
項
目
に
加
え
、
新
開
医
師

が
関
わ
り
「
食
品
摂
取
多
様

性
ス
コ
ア
」「
活
舌
」、「
歩
行

機
能
」、「
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｉ
（
筋
肉

量
の
目
安
）」、「
心
の
状
態
」、

「
友
人
な
ど
と
の
交
流
頻
度
」

な
ど
か
ら
総
合
評
価
（
フ
レ

イ
ル
）
と
し
て
「
栄
養
・
体

力
・
心
理
・
社
会
面
の
赤
判

定
の
個
数
」、「
フ
レ
イ
ル
度
」

を
結
果
と
し
、
該
当
者
へ
の

介
護
予
防
教
室
・
認
知
症
相

談
会
等
へ
の
参
加
を
勧
奨
し

て
い
る
こ
と
で
、
要
支
援
・

要
介
護
状
態
防
止
の
た
め
の

施
策
に
よ
る
結
果
が
低
額
の

介
護
保
険
料
を
維
持
で
き
る

一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
観
光
施
設
に
お
け
る

高
齢
者
の
雇
用
、
雇
用
促
進

策
に
つ
い
て

　

低
額
な
介
護
保
険
料
に
で

き
る
社
会
的
要
因
と
し
て
は
、

高
齢
者
の
就
業
形
態
、
宿
泊

業
等
の
雇
用
需
要
に
よ
り
い

つ
ま
で
も
就
業
が
可
能
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
、
草
津

温
泉
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
が
、

旅
館
で
の
高
齢
者
の
働
い
て

い
る
状
況
か
ら
い
つ
ま
で
も

働
く
環
境
が
提
供
さ
れ
、
町

も
主
要
産
業
の
宿
泊
業
の
振

興
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
と
め

　

草
津
町
の
介
護
保
険
料
が

低
額
な
基
準
額
を
維
持
で
き

て
い
る
理
由
は
、
宿
泊
業
と

い
う
高
齢
者
で
も
就
業
で
き

る
労
働
環
境
の
中
で
、
雇
用

需
要
も
持
続
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・

働
く
意
識
を
高
め
、
健
康
維

持
に
つ
な
が
っ
た
。

　

新
開
医
師
が
関
わ
っ
た

「
に
っ
こ
り
検
診
」
に
よ
る

フ
レ
イ
ル
状
態
が
的
確
に
把

握
で
き
介
護
予
防
事
業
へ
と

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
要
支
援
者
・
要
介
護
者

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
草
津
町
の
説
明
・
資

料
・
宿
泊
施
設
の
状
況
な
ど

か
ら
推
測
し
ま
し
た
。
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